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論文内 容の要 t:::::. 
日

生体各組織，各器官は疋しい血液柄環があって，はじめて，正常状態を維持でき，また，外環境変

化に対して，適疋な反応を示し得るものである。特に，口 JI空は多種多様な刺激を受ける部分であり，

これら刺激に対して組織防禦上，種々な迫応反応が生じる。口腔諸組織の血流変化はその代表的なも

のであるが，今日，なお，その実態と機序が充分明らかにされていない。本研究は猫および犬を用

い，口腔構造刺激により誘発される口!日軟組織のね度反応の性質を明らかにすると共に，その機序を

神経生理学的に検討-したものである口

口腔軟組織の温度測定には，注射針型サーミスタ温度計を被検温部粘膜下組織 I~J に挿入した口な

お，対照として，顔面，体，四肢の皮下， ~且晴筋，四肢筋および直腸の渦度も必要に応じて同時測定

した。刺激には双極電極を用い，電子管刺激装置により各種矩形波を歯肉，口唇，耳翼，各部皮膚，

下顎神経，舌神経および鼓索神経などに与えた。口腔軟組織温度と血圧との関係を分析するため，左

側総野動脈の血圧を，血圧測定用トランスデューサーを用いて同時測定した。また，口腔軟組織犯度

と血流との関係を知るため，舌静脈の血流をドロップ・カウンターで測定した。さらに，刺激により

誘発される口腔軟組織の温度反応に関与する血管運動神経線維の性質を分析するため，アドレナリ

ン，アセチノレコリン，アトロビン，レセルピンの投与実験も行なった。また，温度反応の反射弓を決

定するため，下顎神経，舌神経および鼓索神経の切断前後について刺激実験を行なうと共に，除脳動

物についての実験をも行なった。

安静時，動物の直腸温は，ほぼ，一定に保たれたが，歯肉，頬粘膜，舌下粘膜の刊誌度は，約50分の

周期をもって極めてゆるやかに変動した。なお，担度変動範囲は約 l
O

C であった。 三叉神経第 2 ，

3 枝支配の口腔顔面領域刺激により，刺激が一定の強さに達すると，刺激側の上記各口腔軟組織に一

過性の反射性温度上昇反応が誘発された。刺激が強くなると，刺激側のみならず反対側にまで反応が
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拡延した。比較的長時間刺激を持続した場合，反応は持続性となった。一側総穿動脈結ゑにより，結

書記側口粘膜むIIl度は下降し，結誤解放により上昇した。故に， lÍTl流量増減と温度昇降との間に平行.rJ:]

係が存在することが明白となったD さらに，刺激による舌下粘膜温度上昇反応と舌静脈血流量増加と

が時間的に一致したことから，温度上昇反応の主要素は局所の血流量増加であるといえる口神経切断

実験，末梢側切断端刺激実験より，下顎歯肉および舌下粘膜を支配する遠心性血管運動神経は，下顎

神経および舌神経lわをそれぞれ走っていることが解った。なお，上顎歯肉および頬粘膜を支配する遠

心性血管運動神経は，上顎神経および煩神経中を走っていることが明らかになった。[J IJ空軟組織の反

射性温度上昇反応は，四丘体上丘前のレベルでの除脳では消失せず，上丘と下丘の問のレベルでの除

脳により消失したことから，この反応の反射中枢は中脳部に存在するものと考えられる。

アドレナリン静注により口腔軟組織温度は一過性に下降し，アセチルコリン静注により一過性に上

昇した口また，遠心性血管運動神経直接刺激により誘発される温度上昇反応はアトロピンにより抑制

された。故に，遠心性血管運動神経中には，アドレナリン作用性血管収縮線維およびコリン作用性血

管拡張線維が存在するものと考えられる凸また，遠心性血管運動神経切断により，切断神経によって

文配されている口腔軟組織の出度が上昇したこと，および同神経末梢側切断端刺激による温度上昇反

応パターンと反射性に誘発された航度上昇反応パターンとの芳ー異より，アドレナリン作用性血管収縮

線維は常時活動して血管緊張を維持しており，三叉神経第 2 ， 3 枝知党校により;支配される n lJlI~顔而

何i域に刺激が加った際には，コリン作用性血管拡張線維の克奮ならびにアドレナリン作用性血管収納

線維活動の抑制により，反射性温度上昇反応が誘発されるも ω と巧-えられる。

以上，口腔構造に刺激が加った際，仁川空軟組織には局所血管の能動的な拡張により反射性杭度上昇

反応が誘発されるが，乙の反応は求心路として三叉神経第 2 ， 3 枝知覚校，巾板として 111脳部，遠心

路として鼓索神経，舌神経，下顎相11経，上顎神経，頬神経より構成される反射弓を介して出現する。

また，遠心路としての自律神経I~J には，コリン作用性血管拡張線維とアドレナリン作用性血管収縮線

維が存在し，後者は常時活動して血管緊張を維持している。従って，反射性温度上昇反応はコリン作

用性血管拡張線維の冗奮ならびにアドレナリン作用性血管収縮線維活動の抑制によりもたらされるも

のと考えられる D

論文の審査結果の要旨

本研究は商肉刺激により生じる口腔軟組織の血流反応を研究したものである。従来，不 lリ!の点の多

かった口腔諸組織の血管運動反応と，その生理的機序につき重要な知見を得たものとして，価値ある

業績であると認める。

よって，本研究者は商学博士の学位を得る資格があると認める。
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